老年病内科　2005年度卒業試験

問題1　高齢者包括的機能評価　comprehensive geriatric assessment (CGA)とはどのようなものであるかを、評価項目と代表的な評価方法を含めて概説し、次に高齢者心不全を例にとり、その老年医学的意義を説明しなさい。

問題2　呼吸器系の加齢変化の特徴として正しいのはどれか。

a)残気量は増加するが、残気率が変わらない

b)全肺気量は低下する

c)動脈血酸素分圧は低下する

d)クロージングボリュームは減少する

e)横隔膜筋力は低下するが、横隔膜発生圧は不変である

問題３　慢性閉塞性肺疾患(COPD)について正しいのはどれか。

a)COPDは在宅酸素療法の原因疾患として肺癌の次に多い

b)完全に可逆的な気流閉塞を示す症候群をCOPDと呼ぶ

c)喫煙は最も重要な危険因子であるが、禁煙は治療ではない

d)安定期治療の第一選択薬は吸入抗コリン薬である

e)喘息と同様に吸入ステロイド薬の使用で予後が改善することが証明されている

問題4　高齢者の肺結核後遺症について正しいのはどれか。

a)在宅酸素療法によって生活の質と予後の改善が得られる

b)抗結核薬が治療の第一選択薬である

c)戦後、新規発症結核患者は減りつづけている

d)喀血や喀痰などの気道症状が初発症状であることが多い

e)高齢者ではツベルクリン反応は陰性のことが多く、検査として意義はない

問題5　高齢者の呼吸器疾患について正しいのはどれか。

a)喘息は外因性の感染型や混合型が多い

b)高齢者喘息には原則として吸入ステロイド薬は使用しない

c)高齢者肺癌は小細胞癌が最も多い

d)肺腺癌は喫煙と関連が深く近年増加している

e)高齢者では睡眠時無呼吸症候群が増加し、重症化する傾向が強い

問題6　高齢者肺炎について正しくないのはどれか

a)誤嚥による肺炎が増加する

b)高齢者肺炎は常に重症である

c)高齢者肺炎では嫌気性菌を含む複数の菌が病原であることもまれではない

d)高齢者肺炎は、食思不振、意識障害など気道症状以外の症状がみられることも多い

e)ACE阻害剤の内服で肺炎の現象が見られる

問題7　高齢者血圧の特徴について正しいのはどれか。

1)拡張期高血圧

2)早朝高血圧

3)起立性低血圧

4)白衣高血圧

5)食後高血圧

a(1, 2, 3)  b(1, 2, 5)  c(1, 4, 5)  d(2, 3, 4)  e(3, 4, 5)

問題8　動脈硬化の進行に伴って低下するのはどれか

1)脈圧

2)脈波伝搬速度

3)下肢／上肢血圧比

4)内皮依存性血管拡張反応

5)頚動脈内膜・中膜肥厚

a(1, 2)  b(1, 5)  c(2, 3)  d(3, 4)  e(4, 5)

問題9　高齢者不整脈について誤りはどれか。

a)期外収縮は上室性、心室性いずれも高齢者で増加する

b)心房細動では抗凝固薬の使用を考慮する

c)心房細動の基礎疾患にリウマチ性弁膜症が存在することが多い

d)心室性期外収縮に対する薬物療法は長期予後を改善しない

e)洞不全症候群でも心室ペーシングを必要とすることが多い

問題10. 高齢者心不全について正しいのはどれか。

a)若年者より症状の発現が早い

b)輸液は若年者より多目に行う

c)左室収縮機能は通常低下している

d)塩分制限の効果は期待できない

e)再入院を繰り返す例が多い

問題１１.高齢者の糖尿病につき正しいのはどれか。

（１）自覚症状が出てから治療する

（２）低血糖発作に注意する

（３）運動療法は有効である

（４）糖尿病性腎症はおきにくい

(a)1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題１２.低骨量を引き起こすことが知られている疾患はどれか。

（１）メタボリック症候群

（２）痛風

（３）前立腺癌の骨転移

（４）Marfan症候群

(a) 1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題１３.高齢者の骨折について正しいのはどれか。

（１）骨粗鬆症の主要な合併症として変形性関節症があげられる

（２）大腿骨頚部骨折は主に安静により治療する

（３）脊椎圧迫骨折をヒッププロテクターにより予防できる

（４）転倒防止のためには、服用している薬剤に注意が必要である

(a)1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題１４.骨粗鬆症の治療薬について正しいのはどれか。

（１）エストロゲン製剤は閉経後骨粗鬆症の治療薬として有効である

（２）骨粗鬆症に使用されるビタミンＫ２製剤は蛋白修飾の補酵素として働く

（３）ビスフォスフォネート製剤の主な作用機序は骨形成の促進である

（４）カルシウム製剤は骨粗鬆症における疼痛の治療に有効である

(a)1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題１５.骨量減少をきたす薬剤はどれか。

（１）ビタミンＥ

（２）メトトレキセート

（３）ゴルココルチコイド

（４）プロゲステロン

(a)1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題１６.７０歳女性で緊急治療を考慮すべき所見はどれか。

a)血圧160/100 mmHg

b)脈拍160/ 分

c)血液ヘモグロビン10.6 g/dl

d)血清総コレステロール226 mg/dl

e)食後血糖226 mg/dl

問題１７.痴呆を呈さない疾患はどれか。

a)ハンチントン舞踏病

b)びまん性レビー小体病

c)葉酸欠乏症

d)多系統萎縮症

e)ピック病

問題１８.右利きで右頭頂葉に病巣があるときに出現しない症状はどれか。

a)地誌失認

b)着衣失行

c)病態失認

d)半側空間無視

e)観念運動性失行

問題１９.正しい記述はどれか。

（１）介護保険法による介護老人福祉施設とは、老人福祉法に規定されている特別養護老人ホームである

（２）1991年に採択された「高齢者のための国連原則」は、自立、参加、ケア、自己実現、尊厳の５項目から成っている

（３）介護保険制度における「施設」とは、指定介護老人福祉施設、介護老人保健施設および有料老人ホームの３種類である

（４）交通事故によって要介護状態となった60歳の者は、介護保険サービスを受給することが出来る

(a)1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題２０.脳血管障害について正しい記述はどれか。

（１）脳出血のもっとも重要な危険因子は高血圧症である

（２）高齢者ではアミロイド・アンギオパチーによる脳葉型出血が多い

（３）新鮮な梗塞巣の検出には、Ｘ線ＣＴよりも拡散強調ＭＲＩの方が優れいている

（４）高齢者では弁膜症をともなわない心房細動による脳塞栓が多い

(a)1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題２１.生理的加齢変化として正しい記述はどれか。

（１）体性感覚のうちでは、上肢の表在感覚がもっとも衰えやすい

（２）後期高齢者でも５桁の数字の順唱は可能である

（３）流動性知能は早くから低下するが、結晶性知能は低下しにくい

（４）歩行時の両脚支持相の割合が増加する

（５）徐波睡眠の割合が増加する

(a)1,3,4　(b)1,2　(c)2,3　(d)4のみ　(e)すべて

問題21．生理的加齢変化として正しい記述はどれか。
1)体性感覚の内では、上肢の表在感覚が最も衰えやすい。
2)後期高齢者でも5桁の数字の順唱は可能である。
3)流動性知能は早くから低下するが、結晶性知能は低下しにくい。
4)歩行時の両脚支持相の割合が増加する。
5)徐波睡眠の割合が増加する。
(a)1,2,3  (b)1,2,5  (c)1,4,5  (d)2,3,4  (e)3,4,5

問題22．72歳の男性。高血圧と洞不全症候群(ペースメーカー植込後)にて通院中。夜間トイレに行こうとして動けなくなった。昼になっても姿を見せないのを隣に住む家族が心配し発見、救急車にて搬送された。意識は清明であるが、顔面を含む左半身の麻痺があり、深部腱反射は同側で亢進している。血圧160/100mmHg、脈拍84不整。心電図上、心房細動。頭部単純CTでは明らかな濃度異常なし。
正しいのはどれか。
(a)頭部MRI（拡散強調像)を行うべきである。
(b)心原性脳塞栓が疑われる。
(c)血栓溶解療法の適応と考えられる。
(d)140/90mmHgを目標に降圧していく。
(e)人工呼吸管理を行う。

問題23．睡眠呼吸障害について正しいのはどれか。
(a)睡眠時無呼吸は加齢と共に増加する。
(b)高齢者の睡眠時無呼吸は、概して重症である。
(c)睡眠時無呼吸は不整脈のリスクにはならない。
(d)無呼吸患者の睡眠は深い傾向にある。
(e)無呼吸患者で血圧が下がりやすい。

問題24．睡眠時無呼吸症候群について正しいのはどれか。
(a)中枢性無呼吸は若年者に多い。
(b)内蔵肥満と無呼吸との間には相関関係は無い。
(c)治療は耳鼻科的手術が第一選択である。
(d)閉塞型無呼吸患者では体重を減らしても、無呼吸への影響は無い。
(e)喘息鼻CRAP治療によって眠気と合併症が改善する。

問題25．正しいものを一つ選択せよ。
(a)急性冠動脈症候群により突然死した患者の冠動脈の約70％に動脈硬化プラークのびらん（erosion）が認められる。
(b)加齢に伴う内皮細胞機能障害にはミトコンドリアにおける酸化ストレスの増大が関連している。
(c)動脈硬化プラーク内微小血管の程度とプラークの進展、不安定化（破綻しやすさ）の間には負の相関がある。
(d)動脈硬化プラークにおける局所の血栓原性は、プラーク内のfactor VIIの発現量により規定される。

問題26．アルツハイマー病の病理に関して正しいのはどれか。
(1)神経原線維変化の主成分はαシヌクレインである。
(2)細胞外に分泌されたアミロイドβはすべて凝集するわけではない。
(3)老人斑は神経原線維変化よりも先行して出現する。
(4)認知症の発症初期には神経細胞死はまだ起こっていない。
(a)1,3,4  (b)1,2  (c)2,3  (d)4  (e)すべて

問題27．アルツハイマー病の危険因子・治療に関して正しいのはどれか。
(1)糖尿病はアルツハイマー病の危険因子であると考えられている。
(2)魚の摂取量が多い人はアルツハイマー病になりにくいとの報告がある。
(3)現在ある薬物で認知機能障害の進行を抑制するものは無い。
(4)経口アミロイドワクチンの臨床試験が現在日本で行われている。
(a)1,3,4  (b)1,2  (c)2,3  (d)4  (e)すべて

問題28．老化現象に対するカロリー制限について誤りはどれか。
(a)カロリー制限および運動療法が寿命を伸ばす確実な方法である。
(b)カロリー制限をされた動物は外因性ストレスに対して弱くなる。
(c)疫学的調査により、BMI：22程度で疾病合併率が少ないと言われている。
(d)糖尿病の検査で使われているHbA1cや糖化アルブミンはAGE前期反応物質である。
(e)カロリー制限により脂肪細胞より分泌されるレプチン、アディポネクチンが変化し、加齢減少に関与していると考えられている。

問題29．閉経後女性のホルモン補充療法の有害事象として特に注意すべきものはどれか。 

(1)ホットフラッシュ
(2)血栓症
(3)乳癌
(4)大腸癌
(a)1,3,4  (b)1,2  (c)2,3  (d)4  (e)すべて
